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和⽂症例報告 1 ⽮数芳英，原⽥佳尚，野上達也，安井廣迪︓FD・EPSのファーストチョイスに柴胡桂枝湯（その1）漢⽅の臨床  2024; 71(2): 173-185. -

和⽂症例報告 2 ⽮数芳英，横⼭浩⼀，原⽥佳尚，安井廣迪︓FD・EPSのファーストチョイスに柴胡桂枝湯(その2)．漢⽅の臨床  2024; 71(3): 311-321. -
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531-540. -

和⽂症例報告 5 原⽥佳尚，⽮数芳英，野上達也，安井廣迪︓⾮特異的頸部リンパ節腫⼤がえい瘤であったと考えられた1例．漢⽅の臨床  2024; 71(6): 663-670. -
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和⽂症例報告 6 遠藤光史, ⽮数芳英, 横⼭浩⼀, 原⽥佳尚, 安井廣迪︓静脈うっ滞性⽪膚潰瘍に⼗全⼤補湯が有効だった超⾼齢在宅患者の1例．漢⽅の臨床  2024; 71(7): 755-764. -

和⽂症例報告 7 ⽮数芳英, 徳⽥裕志, 原⽥佳尚, 安井廣迪︓予期不安を契機とする動悸に桂枝加⻯⾻牡蛎湯︓奏効18例の検討．漢⽅の臨床  2024; 71(9): 969-982. -

和⽂症例報告 8 秋⼭理, 原⽥佳尚, 児⽟琢磨, 鈴⽊まりお, 清⽔勇三郎, 近藤聡英︓悪性神経膠腫の化学療法に対する⼗全⼤補湯の効果．⽇本脳神経漢⽅医学会誌, 2024; 9: 30-35. -

和⽂症例報告 9 吉⽥賢作, 原⽥佳尚, 堀野雅祥, ⽯元玲央, 肥後拓磨︓脳⾎管攣縮予防に対するクラゾセンタンと五苓散を併⽤したくも膜下出⾎の１例．⽇本脳神経漢⽅医学会誌, 2024; 9:
36-40. -

和⽂症例報告 10 安⽥卓史, ⽮数芳英, 横⼭浩⼀, 原⽥佳尚, 安井廣迪︓正中菱形⾆炎からの出⾎に対して四逆散が奏効した1例．漢⽅の臨床  2024; 71(10): 1067-1075. -

和⽂症例報告 11 ⽮数芳英, 徳⽥裕志, 原⽥佳尚, 安井廣迪︓柴胡加⻯⾻牡蛎湯が無効であった不眠・焦燥感・呼吸困難感に桂枝加⻯⾻牡蛎湯が奏効した2症例．漢⽅の臨床  2024;
71(11): 1203-1214. -

和⽂症例報告 12 横⼭浩⼀，班⽬有加，原⽥佳尚，⽮数芳英，安井廣迪︓更年期の関節痛に温経湯が奏効した2例．漢⽅の臨床  2024; 71(12): 1297-1307. -
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国内学会発表 1 李雪静,加味帰脾湯のSH-SY5Y細胞に対するBDNF様作⽤,第41回和漢医薬学会,千葉⼤学,2024.08.24]
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国内学会発表 3 ⽥所芽⽣⼦,加味帰脾湯による精神症状に対する効果についての処⽅実態調査,第41回和漢医薬学会,千葉⼤学,2024.08.24


